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       スマートフォンアプリケーションとビーコンシステムを活用した 
医師の客観的かつ効率的な労働時間管理による勤務実態の見える化 

 
         研究代表者      猪俣 武範 順天堂大学 

  研究要旨 

医師の多様な勤務状況と時間外労働延長因子を勤務管理用スマ
ホアプリとビーコンシステムを活用し、解明する。 

 

 
   され、これらの情報保護に細心の注意を払

うものとする。 
Ｃ．研究結果 

令和4年度は医師339名、研修医39名を対
象にスマホアプリを用いた医師の多様な
勤務実態を収集した。2022年9月〜2022年
11月の6,749381件のデータを解析した。ア
プリによる勤務時間は2.9±3.0時間、自
己研鑽時間は2.8±5.9時間、勤怠システ
ムにて確認した勤務時間は7.0±4.6時
間、自己研鑽時間は2.1±3.3時間であっ
た。また、アプリと連動する勤怠管理シス
テムを開発した。 
Ｄ．考察 

アプリの位置情報から収集された労働
時間は、現在の労働時間管理に利用してい
る実際の勤怠システムにて確認した労働
時間より少なく算出されたため、アプリの
労働エリアの位置設定の調整の必要性が
明らかになった。 
Ｅ．結論 
 令和4年度は勤務管理用スマホアプリを
用いたクラウド型臨床研究の開始と、アプ
リと連動する勤怠管理システムを開発し
た。令和5年度は医師の勤務実態の解析と、
勤怠管理システムのPoCを実施する。 
Ｆ．健康危険情報 
  該当なし 
Ｇ．研究発表 
 該当なし 
Ｈ．知的財産権の出願・登録 
 該当なし 
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       Ａ．研究目的 

本研究では、医師勤務管理用スマホア
プリを開発・運用し、ビーコンシステム
との連動により医師の勤務実態関連ビ
ッグデータを客観的・効率的に収集す
る。また、収集したデータから医師の時
間外労働延長因子の解明ならびに改善
提案アルゴリズムを開発し、医師の労働
時間短縮に資する知見を創出する。 

       Ｂ．研究方法 
        令和4年度は順天堂大学医学部附属順

天堂医院の勤務医および初期臨床研修
医を対象として、スマホアプリを用いた
医師の勤怠管理実態収集のためのクラ
ウド型多施設臨床研究を開始した。ま
た、本スマホアプリと連動する勤怠管理
システム (添付資料研究成果②)を開発
した。   
(倫理面への配慮) 
研究で得られた研究参加者の個人的な
情報および測定データは、個人の特定が
できないことはもちろんであるが、学術
会議等で公表する際にも統計処理が施 
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